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さて，冒頭でGHQ／SCAP文書の中のCase : Honjo Machi というタイトルのファイルにふれた。
本稿のタイトルは，そこに由来する。その理由はこのタイトルに出会ったことで，私の本庄事件
「再考」の視座が定まったからである。もちろん，“Case : Honjo Machi” は，「本庄事件」を英語に
翻訳したものに過ぎないだろう。だが，「本庄事件はどのような出来事だったのか」と考えるとき，
連合国軍最高司令官総司令部（GHQ／SCAP 。以下，GHQと略称）法務局文書にCase : Honjo 
Machi とタイトルされたファイルがあることはきわめて象徴的に思える。本庄事件は何よりも 































にあるのは，1950年２月７日付で，Public Prosecutor／Supreme Public Prosecutor’s Office （最高
検察庁検事）のYoshikatu Shigemi（Y.Shigemi ときれいな筆記体の署名があり，その下部にフルネ
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の批判にまつにしても
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，GHQ新聞課も報道の自由にかかわる問題として関心を示




























































































































































































































































































































































































動月例報告」（Monthly Military Government Activities Report）である。これは上部機関である第
８軍司令部に宛てた活動報告で，軍政部が民事部と名称を変えるとともに，「民事部活動月例報



















4 4 4 4 4
者は恐怖のあまり助言を受けるべく軍政部を訪れた





















































































































































































































































この記述には，引用した部分の最後に「注」があって，出典として ｢Intra‐Section Memorandum, 








































































































































Case : Honjo Machi―「本庄事件」再考
のプロ」として，町民大会への参加者動員に少なくない力を発揮したと思われる。読売新聞，毎日
新聞に「町政刷新運動を利用する共産党」といった記事を書くようにリードすることは，GHQに
とって反共世論を醸成することだっただろう。もちろん，両紙にとってもそうした報道が朝日新聞
に対抗する格好の拠点だったに違いない。
いずれにしろ，本庄事件は「メディア公共圏」には遠い世界の出来事だった。「言論の自由｣ と
いった ｢メディア公共圏｣ 的言説が語られながら，そこにあったのは「擬似メディア公共圏」だっ
た。戦後日本社会では，こうした「メディア公共圏」的な言説による「擬似メディア公共圏」形成
がこの後も変奏されて繰り返されたように思える。その分析は本稿の範囲を超える。
注・2008年12月21日，本庄市で「本庄・街なか映画館実行委員会」主催で映画「ペン偽らず～暴力の街」
上映会が本庄市で行われた。JR高崎線本庄駅近くの元パチンコ屋だったという会場は立見席も出るほ
ど盛況だった（３回上映され，私は１回目を見た）。本庄市にはかつて映画館が３館あったが，いまは
消えてしまった。主催した「本庄・街なか映画館実行委員会」は，本庄の「街なか」で映画が見られ
るようにしたいということで結成されたという。この日は映画にエキストラで出演したという女性の
思い出話もあった。会場にはやはり高齢者が圧倒的に多かった。
○本稿は，科学研究費補助金〈基盤研究（A）〉｢公共圏の創成と規範理論の探求 ― 現代的社会
問題の実証的研究を通して」による研究成果の一部である。
